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コ
ラ
ム
「
イ
ン
ク
レ
デ
ィ
ブ
ル
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」特
別
編

　
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
ド
レ
ポ
ー
ト

「
経
済
よ
り
人
命
」
で
迅
速
対
応

モ
デ
ィ
首
相
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
抑
え
込
み
に
世
界
各
国
が
違
っ
た

ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
し
て
い
る
中
で
、
イ
ン

ド
政
府
が
矢
継
ぎ
早
に
実
施
し
た
コ
ロ
ナ
抑

え
込
み
の
政
策
を
時
系
列
で
整
理
し
て
み
た

い
と
思
う
。

２
０
２
０
年
1
月
30
日
に
武
漢
帰
り
の
最

初
の
感
染
者
が
発
見
さ
れ
、
翌
日
の
31
日
に

は
全
国
の
主
要
空
港
20
カ
所
及
び
主
要
港
で

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

が
開
始
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
１
週
間
後
の
2
月
5
日
、
保
健
・

家
庭
福
祉
省
は
、
中
国
か
ら
渡
航
す
る
外
国

人
に
発
給
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
入
国
査
証
は

無
効
に
な
る
旨
発
表
し
た
。
同
時
に
中
国
、

香
港
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
直
行

便
搭
全
乗
客
に
対
す
る
検
査
実
施
を
開
始
。

更
に
2
月
11
日
、
日
本
、
韓
国
か
ら
の
直
行

便
搭
全
乗
客
に
対
し
検
査
実
施
開
始
し
た
。

２
月
26
日
、
保
健
・
家
庭
福
祉
省
は
韓

国
、
イ
ラ
ン
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
イ
ン
ド
へ

の
渡
航
者
の
入
国
制
限
を
次
々
と
実
施
。
２

月
10
日
以
降
に
韓
国
、
イ
ラ
ン
、
イ
タ
リ
ア

へ
の
渡
航
歴
が
あ
る
人
は
、
イ
ン
ド
到
着
後

に
政
府
指
定
の
施
設
に
14
日
間
に
わ
た
り
停

留
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
旨
発
表
し
た
。

３
月
４
日
時
点
で
イ
ン
ド
国
内
で
感
染
が

確
認
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
合
計
28
例
と
な
っ

た
。
こ
の
日
政
府
は
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ラ

ン
、
韓
国
、
日
本
の
国
籍
者
に
対
し
て
３
月

３
日
以
前
に
発
給
さ
れ
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
ビ

ザ
（
通
常
ビ
ザ
及
びe-Visa

）
を
無
効
と
す

る
と
発
表
し
た
。

イ
ン
ド
・
グ
ル
ガ
オ
ン
よ
り
報
告

荒
木
英
仁

４
月

日
現
在
、
イ
ン
ド
保
健
・
家
庭
福
祉
省
が
発
表
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（COVID-19

）
の
感
染
者
数
は
２
万
２
９
９
７
人
、
死

亡
者
は
７
２
１
人
と
な
っ
た
。
こ
の
数
値
か
ら
は
、
今
年
１
月
30
日
の
ケ
ラ
ラ
州
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
第
１
号
発
見
か
ら
ま
だ
３
カ
月
も
経
た

な
い
う
ち
に
感
染
者
数
は

倍
強
に
な
っ
た
も
の
の
、
13
億
強
の
人
口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
３
月

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
全
都
市

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
早
々
に
着
手
し
た
水
際
作
戦
が
あ
る
程
度
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
コ
ラ
ム
は
特
別
編
と
し
て
、

世
界
２
位
の
人
口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
の
政
府
と
国
民
が
ど
の
様
に
こ
の
難
題
に
対
峙
し
て
来
た
か
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。
昨
年
度
よ
り
経
済

が
相
当
落
ち
込
ん
で
い
た
イ
ン
ド
で
は
あ
っ
た
が
、
何
よ
り
人
命
第
一
と
考
え
る
モ
デ
ィ
首
相
の
リ
ー
ド
で
政
府
が
と
っ
た
コ
ロ
ナ
抑
え
込
み

へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
迅
速
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
【
荒
木
英
仁
】

ロックダウンで閑散とするインド・ニューデリー

の商店街＝２０２０年４月１日、松井聡撮影
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３
月
５
日
デ
リ
ー
準
州
政
府
は
、
翌
６
日

か
ら
31
日
ま
で
デ
リ
ー
準
州
内
の
全
て
の
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
（
日
本
の
小
学
５
年

生
ま
で
が
該
当
）
に
対
し
、
休
校
措
置
を
取

る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。
日
本
人
駐
在
員
が

多
く
住
む
ハ
リ
ア
ナ
州
で
も
同
様
と
な
り
、

数
日
後
に
は
中
学
、
高
校
も
全
て
休
校
と

な
っ
た
。
こ
の
処
置
は
現
在
も
継
続
中
で
、

新
学
期
の
始
ま
る
８
月
ま
で
は
継
続
と
な
る

事
が
濃
厚
で
あ
る
。

３
月
12
日
、
政
府
は
、
外
交
、
公
用
、
国

際
連
合
及
び
国
際
機
関
、
就
労
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
査
証
を
除
く
全
て
の
査
証
の
効
力
を
４

月
15
日
ま
で
停
止
す
る
と
発
表
。
３
月
19
日

に
は
国
際
民
間
旅
客
航
空
便
の
イ
ン
ド
へ
の

着
陸
を
３
月
22
日
か
ら
一
週
間
停
止
す
る
と

発
表
（
そ
の
後
一
部
の
臨
時
非
難
便
を
除
き

現
在
も
継
続
中
）
、
実
質
的
な
鎖
国
が
始

ま
っ
た
。

ま
た
同
日
、
モ
デ
ィ
首
相
が
全
国
民
に

テ
レ
ビ
演
説
で
呼
び
か
け
、
3
月
22
日
に

「J
a
n
a
t
a
 
C
u
r
f
e
w

」
（
ジ
ャ
ナ
タ
外
出
規

制
）
を
実
施
す
る
と
発
表
。
こ
れ
は
3
月
22

日
の
午
前
7
時
か
ら
午
後
9
時
の
間
、
イ
ン

ド
全
国
民
に
対
し
て
自
宅
待
機
を
要
請
す
る

内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
に
首
相
は
「
世
界

を
襲
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て

ま
だ
医
学
で
は
明
確
な
治
療
を
見
い
だ
せ
て

い
な
い
。
我
々
に
は
決
意
を
忍
耐
力
が
必
要

だ
」
と
訴
え
た
。

同
日
、
デ
リ
ー
準
州
政
府
は
３
月
31
日
ま

で
、
同
準
州
内
の
全
企
業
に
対
し
従
業
員
の

テ
レ
ワ
ー
ク
を
認
め
る
よ
う
、
ま
た
全
市
民

に
対
し
外
出
を
控
え
る
よ
う
勧
告
し
た
。
さ

ら
に
31
日
ま
で
、
全
て
の
レ
ス
ト
ラ
ン
内
で

の
飲
食
停
止
（
デ
リ
バ
リ
ー
及
び
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
は
継
続
）
、
全
て
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
の
閉
鎖
、
イ
ベ
ン
ト
及
び
会
議
の

参
加
人
数
を
最
大
20
人
に
制
限
す
る
こ
と
を

指
示
し
た
。

３
月
23
日
、
イ
ン
ド
主
要
の
都
市
部
を
中

心
（
デ
リ
ー
、
ハ
リ
ア
ナ
州
等
）
に
州
政
府

主
導
で
都
市
閉
鎖
が
実
施
さ
れ
始
め
た
。
そ

し
て
翌
24
日
午
後
８
時
、
モ
デ
ィ
首
相
は
演

説
で
、
４
時
間
後
の
25
日
午
前
0
時
か
ら
21

日
間
の
全
イ
ン
ド
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
発
表
し

た
。こ

の
日
ま
で
の
イ
ン
ド
の
感
染
者
数
は
５

６
４
人
。
奇
し
く
も
同
じ
日
に
日
本
で
は
Ｉ

Ｏ
Ｃ
の
同
意
の
も
と
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
延
期
が
発
表
さ
れ
た
。
世
界
中
で
起

き
て
い
る
「L

o
c
k
d
o
w
n

」
は
イ
ン
ド
で
は

「C
u
r
f
e
w
 

」(

門
限
・
外
出
禁
止)

」
と
表

現
さ
れ
る
。
モ
デ
ィ
氏
は
「
互
い
に
距
離
を

置
く
こ
と
が
戦
う
唯
一
の
方
法
だ
」
と
強

調
。
人
口
13
億
人
超
の
イ
ン
ド
で
は
、
感
染

が
拡
大
し
た
場
合
、
決
定
的
に
医
療
体
制
が

不
足
し
危
機
的
状
況
に
陥
る
と
国
民
に
訴
え

た
。更

に
首
相
は
「
感
染
の
サ
イ
ク
ル
を
断
ち

切
る
に
は
21
日
間
と
い
う
期
間
が
極
め
て
重

要
だ
。
経
済
的
な
影
響
は
あ
る
が
、
人
命
を

救
う
こ
と
が
最
優
先
だ
」
と
断
言
し
た
。

　
こ
の
発
表
に
よ
り
、
４
時
間
間
後
の
3
月

25
日
午
前
0
時
よ
り
、
全
て
の
州
堺
が
閉
鎖

と
な
り
、
全
て
の
公
共
交
通
機
関
は
停
止
。

食
品
、
医
療
、
通
信
以
外
の
イ
ン
ド
国
中
の

企
業
、
工
場
も
操
業
停
止
と
な
っ
た
。
生
活

必
需
品
、
医
薬
品
の
買
い
出
し
、
或
い
は
緊

急
時
を
除
き
外
出
は
完
全
に
禁
じ
ら
れ
る
事

と
な
っ
た
。

4
月
2
日
、
電
子
Ｉ
Ｔ
省
は
、
携
帯
電
話

の
位
置
情
報
を
用
い
て
感
染
者
と
の
接
触
履

歴
を
追
跡
す
る
ア
プ
リ
「Aarogya Setu

」

（
健
康
へ
の
架
け
橋
の
意
味
）
の
無
償
配
布

を
始
め
た
。
主
な
機
能
は
（
1
）
感
染
者

が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
過
去
14
日
間
の
接

触
者
にS

M
S

な
ど
で
医
学
的
な
助
言
が
届
く

（
2
）
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
ッ
ト
や
感
染
者
と

の
接
触
履
歴
か
ら
感
染
リ
ス
ク
を
自
分
で
確

認
で
き
る
｜
｜
で
、
公
用
語
の
英
語
を
始
め

11
言
語
に
対
応
し
、
ア
プ
リ
利
用
に
は
、
携

帯
電
話
番
号
の
登
録
の
み
が
必
須
と
な
っ
て

い
る
。

ア
プ
リ
を
開
始
す
る
と
、
利
用
者
の
位
置

情
報
や
他
の
利
用
者
と
の
接
触
履
歴
が
、
携

帯
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
を
用
い

て
、
常
に
モ
ニ
タ
ー
さ
れ
る
。
体
調
が
優
れ

な
い
と
き
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
チ
ャ
ッ
ト
で

簡
単
な
自
己
診
断
が
可
能
。
リ
ス
ク
評
価
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
自
主
的
隔
離
が
必

要
、
検
査
を
受
け
に
行
く
必
要
が
あ
る
な
ど

携帯電話の位置情報を用いて感染者との接触

履歴を追跡するアプリ「Aarogya Setu」



8
毎日アジアビジネスレポート　2020年5月号

の
助
言
が
受
け
ら
れ
る
。

4
月
6
日
に
は
政
府
は
、
モ
デ
ィ
首
相
を

筆
頭
に
国
会
議
員
全
員
の
年
間
給
与
の
30
％

を
カ
ッ
ト
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
資

金
と
し
て
充
て
る
事
を
発
表
。
ロ
ッ
ク
ダ
ウ

ン
最
終
日
の
4
月
14
日
朝
10
時
に
モ
デ
ィ
首

相
が
再
び
国
民
に
対
し
テ
レ
ビ
演
説
を
実

施
、
イ
ン
ド
全
土
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
5
月

3
日
ま
で
延
長
す
る
と
発
表
し
た
。

経
済
の
悪
化
を
危
惧
す
る
商
工
省
や
業
界

団
体
は
限
定
的
な
経
済
活
動
の
再
開
を
要
請

し
て
い
た
が
、
モ
デ
ィ
首
相
は
人
命
最
優
先

と
し
延
長
を
決
断
し
た
。
首
相
は
演
説
で
国

民
の
こ
れ
ま
で
の
忍
耐
と
協
力
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
」
の
確
保
や
「
ス
テ
イ
・
ホ
ー

ム
」
の
徹
底
、
最
前
線
で
戦
う
医
療
関
係
者

ら
に
敬
意
を
払
う
こ
と
、
政
府
が
開
発
し
た

感
染
者
と
の
接
触
履
歴
の
ト
レ
ー
ス
ア
プ
リ

「A
a
r
o
g
y
a
 
S
e
t
u

」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
な
ど
7
つ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

◇

◇

◇

私
も
3
月
24
日
の
モ
デ
ィ
首
相
の
演
説
は

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
テ
レ
ビ
に
食
い
入
る
様
に

見
て
い
た
が
、
演
説
の
時
間
と
実
施
の
タ
イ

ミ
ン
グ
（
発
表
の
4
時
間
後
）
が
、
２
０
１

６
年
11
月
８
日
午
後
８
時
に
突
然
発
表
さ
れ

イ
ン
ド
全
土
に
衝
撃
を
与
え
た
高
額
紙
幣
使

用
禁
止
の
発
表
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
事
は

偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
高
額
紙
幣
の
時
は
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が

決
ま
り
、
今
回
は
東
京
オ
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
延
期
が
決
ま
っ
た
。
22
日
に
実
施
さ

れ
た
予
行
演
習
的
な
1
日
限
り
のJ

a
n
a
t
a 

C
u
r
f
e
w

が
国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
大
成
功

だ
っ
た
の
で
、
間
髪
入
れ
ず
に
全
都
市
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
に
踏
み
切
っ
た
。

コ
ロ
ナ
騒
ぎ
の
前
か
ら
景
気
が
後
退
し
て

い
た
イ
ン
ド
経
済
の
事
を
重
点
的
に
考
慮
し

て
い
た
ら
有
り
得
な
い
事
で
あ
る
が
、
国
土

が
大
き
く
、
医
療
体
制
が
貧
弱
で
、
多
種
多

様
な
宗
教
、
民
族
が
共
存
し
、
未
だ
人
口
の

7
割
が
農
村
部
で
あ
り
人
命
を
第
一
に
考

え
、
早
々
に
中
国
等
の
コ
ロ
ナ
発
生
地
域
か

ら
の
流
入
を
阻
止
し
、
感
染
経
路
の
徹
底
追

及
、
そ
し
て
感
染
者
数
が
６
０
０
人
に
も
満

た
な
い
時
点
で
都
市
閉
鎖
に
踏
み
切
っ
た
モ

デ
ィ
首
相
の
英
断
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

デ
ジ
タ
ル
施
策
活
用
し
現
金
給
付

　
３
月
24
日
、
ニ
ル
マ
ラ
・
シ
タ
ラ
マ
ン
財

務
相
は
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
、
企
業
の
法
令
順
守
に
つ
い

て
の
救
済
措
置
を
発
表
し
た
。
当
初
３
月
末

が
期
限
で
あ
っ
た
２
０
１
８
／
19
年
度
所
得

税
の
申
告
期
限
や
サ
ー
ビ
ス
税
（
Ｇ
Ｓ
Ｔ
）

月
次
申
告
書
の
期
限
は
６
月
末
ま
で
延
長
。

ま
た
各
種
ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

支
払
い(

３
月
〜
５
月)

ま
で
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

な
く
し
て
据
え
置
く
よ
う
に
各
金
融
機
関
へ

指
示
し
た
。
イ
ン
ド
準
備
銀
行
（
Ｒ
Ｂ
Ｉ
、

中
央
銀
行
）
は
３
月
27
日
、
金
融
政
策
決
定

会
合
（
Ｍ
Ｐ
Ｃ
）
を
開
催
し
、
政
策
金
利

（
レ
ポ
レ
ー
ト
）
を
５
・
15
％
か
ら
０
・
75

ポ
イ
ン
ト
引
き
下
げ
、
４
・
40
％
に
す
る
と

決
定
し
た
。
ま
た
景
気
対
策
金
と
し
て
3
兆

7
千
4
百
億
ル
ピ
ー
（
5
兆
5
千
億
円
）
を

準
備
す
る
と
発
表
し
た
。

そ
し
て
26
日
に
は
貧
困
層
へ
の
対
策
と
し

て
1
兆
7
千
億
ル
ピ
ー
（
2
兆
5
千
億
円
）

の
経
済
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
発
表
し
た
。
主
な
内

容
は
①
貧
困
層
に
対
し
て
5
キ
ロ
の
米
ま
た

は
小
麦
の
3
カ
月
間
無
償
提
供
②
８
０
０
０

万
世
帯
の
貧
困
家
庭
に
ガ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー

（
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）
の
無
償
支
給
③
貧
困
層

の
女
性
に
1
人
あ
た
り
１
５
０
０
ル
ピ
ー
支

給(
５
０
０
ル
ピ
ー
を
3
カ
月)

④
貧
困
層
の

年
配
者
、
未
亡
人
、
障
害
者
向
け
援
助
金
の

増
額
⑤
建
設
関
係
の
日
雇
い
労
働
者
の
福
祉

基
金
の
利
用
を
可
能
に
す
る
（
州
政
府
）
｜

｜
だ
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に

あ
た
る
医
療
従
事
者
全
て
に
対
し
、
感
染
し

た
場
合
1
人
あ
た
り
５
０
０
万
ル
ピ
ー
の
医

療
保
険
を
提
供
。
中
小
企
業
向
け
に
は
、
政

府
が
従
業
員
積
立
基
金
（
日
本
の
厚
生
年
金

に
あ
た
る
）
Ｅ
Ｐ
Ｆ
の
従
業
員
月
給
の
24
％

を
3
カ
月
間
に
渡
り
国
が
負
担
す
る
。

さ
ら
に
財
務
相
は
対
策
の
目
玉
の
一
つ
と

し
て
、
国
民
Ｉ
Ｄ
「
ア
ダ
ー
ル
」
（
日
本
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
相
当
）
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

公
共
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
直
接
現
金
給
付

を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド

全
土
の
貧
し
い
農
家
を
対
象
と
し
て
、
国
民

Ｉ
Ｄ
に
紐
づ
い
た
銀
行
口
座
に
現
金
給
付
を

す
る
も
の
。
低
所
得
者
層
約
８
７
０
０
万
戸

を
対
象
に
、
２
０
０
０
ル
ピ
ー
（
約
３
０
０

０
円
）
を
3
回
の
分
割
で
給
付
す
る
た
め
、

約
２
６
０
０
億
円
×
３
回
で
総
額
約
７
２
０

０
億
円
規
模
の
給
付
と
な
る
。

直
接
現
金
給
付
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
汚
職
防

止
と
執
行
の
効
率
性
に
あ
る
。
今
回
の
現
金

給
付
も
1
人
当
た
り
の
金
額
は
約
３
０
０
０

円
と
小
さ
な
も
の
で
、
こ
の
小
額
を
大
量
の

貧
困
層
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
配
布
で
き
る
の

は
、
モ
デ
ィ
政
権
が
２
０
１
４
年
以
降
積
極

的
に
進
め
て
き
た
デ
ジ
タ
ル
施
策
の
ひ
と
つ

で
あ
る
国
民
Ｉ
Ｄ
を
ベ
ー
ス
と
す
る
イ
ン

デ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
ク
の
執
行
効
率
の
良
さ
に

よ
る
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、
対
面
交
付
す

る
必
要
が
な
い
た
め
、
給
付
を
待
つ
行
列
が

発
生
せ
ず
、
感
染
拡
大
を
防
止
で
き
る
利
点



9
毎日アジアビジネスレポート　2020年5月号

も
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
全
土
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が

イ
ン
ド
経
済
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
。
4
月
以
降
に
新
し
い
排
ガ
ス
規
制
対
応

の
4
輪
、
2
輪
車
の
市
場
導
入
で
1
年
あ
ま

り
低
迷
し
て
い
た
自
動
車
、
自
動
2
輪
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
底
上
げ
が
期
待
さ
れ
て
い
た
事
も

棚
上
げ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
予
測
で
は
２
０
１
９
年
度
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
最
終
的
に
1
月
予
測
時
の
４
・
８
％

か
ら
４
・
２
％
に
下
方
修
正
。
当
初
予
測
さ

れ
て
い
た
20
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
・
８
％
か

ら
１
・
９
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

イ
ン
ド
の
大
手
コ
ン
サ
ル
は
こ
の
21
日
の
全

イ
ン
ド
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
り
毎
日
約
45
億

ド
ル
（
約
４
８
０
０
億
円
）
の
経
済
ロ
ス
が

発
生
し
た
と
試
算
し
た
。
ま
た
同
時
に
酒
類

の
販
売
が
禁
止
と
な
っ
た
た
め
に
、
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
の
間
イ
ン
ド
政
府
は
毎
日
70
億
ル

ピ
ー
（
約
１
０
５
億
円
）
の
税
収
入
を
失
う

事
と
な
っ
た
。

ま
た
、M

o
n
i
t
o
r
i
n
g
 
I
n
d
i
a
n
 
E
c
o
n
o
m
y 

の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
後

約
2
週
間
で
失
業
率
が
８
・
４
％
（
3
月
中

旬
）
か
ら
一
気
に
23
・
６
％
ま
で
駆
け
上
っ

た
。
こ
れ
は
約
5
千
万
人
の
労
働
者
が
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
職
を
失
っ
た
事
に
な
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す

る
イ
ン
ド
で
、
「
ウ
イ
ル
ス
を
拡
散
し
た
」

と
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
非
難
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
首
都
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
3
月

初
旬
に
開
か
れ
た
イ
ス
ラ
ム
教
団
体
の
集
会

で
大
規
模
な
集
団
感
染
が
起
き
た
た
め
だ
。

ヒ
ン
ズ
ー
至
上
主
義
を
掲
げ
る
国
政
与
党

（
Ｂ
Ｊ
Ｐ
）
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
ウ
イ

ル
ス
を
利
用
し
て
「
コ
ロ
ナ
ジ
ハ
ー
ド
（
聖

戦
）
」
を
仕
掛
け
て
い
る
と
公
言
す
る
政
治

家
も
い
る
。

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
3
月
に
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
で
開
か
れ
た
イ
ス
ラ
ム
教
団
体
「
タ
ブ

リ
ー
ギ
・
ジ
ャ
マ
ー
ト
」
の
集
会
だ
。
こ
の

集
会
に
は
イ
ン
ド
を
中
心
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
8
０
０
０
人
余
り
が

参
加
し
、
集
団
感
染
が
起
き
た
。
イ
ン
ド
人

参
加
者
は
そ
の
後
イ
ン
ド
各
地
に
戻
り
ウ
イ

ル
ス
が
広
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
保

健
・
家
庭
福
祉
省
に
よ
る
と
こ
の
集
会
に
起

因
す
る
感
染
者
は
４
０
０
０
人
以
上
に
上

る
。こ

の
ニ
ュ
ー
ス
は
イ
ン
ド
の
あ
ら
ゆ
る
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は

「
憎
悪
」
拡
大
へ
の
懸
念

3
月
以
降
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
ヒ
ン
ズ
ー
教

徒
を
攻
撃
す
る
た
め
に
ウ
イ
ル
ス
を
広
め

た
」
と
い
う
様
な
投
稿
が
相
次
い
だ
。
地
元

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
へ
の

襲
撃
事
件
が
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
一
部
地

域
で
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
立
ち
入
り
が
制
限

さ
れ
る
な
ど
嫌
が
ら
せ
が
続
い
て
い
る
と
い

う
。
ヒ
ン
ズ
ー
至
上
主
義
者
が
こ
の
新
型
コ

ロ
ナ
騒
動
を
利
用
し
て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
へ
の

憎
悪
を
広
げ
る
様
な
事
が
無
い
事
を
祈
る
ば

か
り
で
あ
る
。

全
土
封
鎖
に
よ
っ
て
、
経
済
活
動
が
停
滞

し
た
結
果
、
多
く
の
人
（
労
働
力
）
が
仕
事

を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
。
建
築
現
場
、
各
種

全土封鎖の影響で職を失い、故郷に歩いて戻ろうとする労働者や家族

＝ニューデリーで３月２７日、松井撮影
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製
造
業
（
従
業
員
の
過
半
数
を
占
め
る
工
場

の
契
約
社
員
等
）
、
サ
ー
バ
ン
ト
、
ド
ラ
イ

バ
ー
等
の
日
雇
い
（
殆
ど
が
地
方
か
ら
の
出

稼
ぎ
）
労
働
者
の
力
な
し
で
は
イ
ン
ド
経
済

は
成
り
立
た
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
出
稼
ぎ
労

働
者
の
大
多
数
が
、
故
郷
に
帰
ろ
う
と
し
て

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
駅
に
殺
到
し
た
。

　
し
か
し
、
移
動
制
限
で
バ
ス
や
列
車
は
殆

ど
運
行
し
て
お
ら
ず
、
故
郷
ま
で
の
数
百
キ

ロ
の
道
の
り
を
歩
く
労
働
者
も
い
た
と
い

う
。
故
郷
へ
帰
る
列
車
や
バ
ス
の
運
行
再
開

を
求
め
る
労
働
者
が
警
察
と
衝
突
す
る
な
ど

混
乱
も
生
じ
、
モ
デ
ィ
首
相
が
謝
罪
す
る
事

態
と
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
運
行
さ
れ
た
臨

時
の
バ
ス
の
車
内
は
、
大
勢
の
人
が
密
集
し

た
い
わ
ゆ
る
「
３
密
」
の
状
況
と
な
っ
て
い

て
、
こ
う
し
た
出
稼
ぎ
労
働
者
の
帰
省
が
感

染
拡
大
に
拍
車
を
か
け
た
可
能
性
も
あ
る
。

国
内
で
最
も
感
染
者
が
多
い
イ
ン
ド
の
最

大
都
市
ム
ン
バ
イ
。
現
状
で
は
、
ム
ン
バ
イ

の
あ
る
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
感
染
者
数
は

全
国
で
も
特
出
し
て
い
る
（
24
日
時
点
の
感

染
者
数
は
６
４
２
７
人
）
。
一
つ
の
理
由
と

し
て
、
こ
こ
に
は
、
お
よ
そ
１
０
０
万
人
が

暮
ら
す
ア
ジ
ア
最
大
、
世
界
で
も
2
番
目
に

大
き
い
と
も
言
わ
れ
る
ス
ラ
ム
街
「
ダ
ラ

ビ
」
（
映
画
ス
ラ
ム
ド
ッ
グ
ミ
リ
オ
ネ
ア
｜

の
舞
台
と
な
っ
た
ス
ラ
ム
）
が
あ
る
。
こ
の

ス
ラ
ム
街
で
も
感
染
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

地
元
当
局
は
、
感
染
者
の
隔
離
を
進
め
、
検

査
体
制
を
強
化
し
て
い
る
が
、
小
さ
な
部
屋

に
大
勢
の
人
が
暮
ら
す
ス
ラ
ム
で
、
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
を
確
保
す
る
こ

と
は
困
難
だ
。
ま
し
て
や
、
き
れ
い
な
水
が

確
保
で
き
な
い
ほ
ど
衛
生
状
態
は
極
め
て
悪

く
、
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
増
加
と

は
直
接
関
係
は
無
い
が
、
以
前
か
ら
中
国
に

対
す
る
感
情
が
決
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
は
無

か
っ
た
イ
ン
ド
人
が
こ
の
中
国
武
漢
が
起
点

と
な
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
戦
争
を
契
機
に
中
国

に
対
す
る
感
情
が
更
に
悪
化
し
て
い
る
。
中

国
製
品
不
買
運
動
に
走
り
そ
う
な
雰
囲
気
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
が
増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
少
し

気
に
な
る
点
で
あ
る
。

スーパーの前で距離を開けて並び入店を待つ市民

＝筆者撮影
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残
留
組
日
本
人
が
見
た
都
市
封
鎖

イ
ン
ド
日
本
商
工
会
と
ジ
ェ
ト
ロ
・

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
事
務
所
の
共
同
ア
ン
ケ
ー
ト

（
２
７
２
社
が
回
答
）
に
よ
る
と
、
こ
の
全

都
市
封
鎖
で
の
日
系
企
業
の
約
80
％
が
事
務

所
や
工
場
を
一
時
的
に
封
鎖
さ
れ
て
い
る
。

多
く
の
日
系
企
業
は
業
務
に
大
き
な
支
障
が

出
て
い
る
他
、
生
産
や
販
売
の
減
少
に
も
直

面
し
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
メ
ー
カ
ー
は
部

品
供
給
網
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
て
い
る
と
回
答
し
、
一
部
の
企
業

で
は
資
金
繰
り
や
従
業
員
へ
の
給
料
の
支
払

い
で
も
問
題
が
発
生
し
て
い
る
と
し
て
い

る
。

　
医
療
事
情
が
あ
ま
り
信
頼
で
き
な
い
イ
ン

ド
で
の
感
染
拡
大
へ
の
懸
念
か
ら
、
多
く
の

企
業
が
全
員
ま
た
は
一
部
の
駐
在
員
を
日
本

へ
帰
国
す
る
処
置
を
取
っ
て
い
る
。
３
月
22

日
以
降
国
際
民
間
旅
客
航
空
便
の
イ
ン
ド
へ

の
着
陸
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
3
月
下
旬

か
ら
4
月
上
旬
に
か
け
て
政
府
の
働
き
か
け

に
よ
り
、
一
時
的
に
日
本
航
空
と
全
日
空
が

数
便
、
臨
時
便
（
デ
リ
ー
、
ム
ン
バ
イ
、
バ

ン
ガ
ロ
ー
ル
、
チ
ェ
ン
ナ
イ
か
ら
成
田
、
羽

田
）
を
運
航
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
相
当
数

の
駐
在
員
及
び
家
族
の
方
々
が
帰
国
し
た
と

思
わ
れ
る
。
私
を
含
む
イ
ン
ド
独
立
組
と
一

部
の
日
系
企
業
駐
在
員
の
カ
ン
ト
リ
ー
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
達
は
未
だ
イ
ン
ド
に
残
り
、
動

向
を
見
守
っ
て
い
る
。

都
市
封
鎖
後
の
数
日
間
は
皆
こ
ぞ
っ
て
食

料
品
や
日
用
品
の
買
い
出
し
に
殺
到
し
た
せ

い
も
あ
っ
て
、
一
時
ス
ー
パ
ー
等
で
一
部
の

食
料
品
、
飲
料
水
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

等
の
品
不
足
が
出
た
り
、
警
察
の
配
達
員
へ

の
厳
し
い
取
り
締
ま
り
等
で
当
初
多
少
の
混

乱
が
起
き
る
な
ど
し
た
が
、
1
週
間
程
度
で

改
善
さ
れ
、
今
で
は
特
に
問
題
は
な
い
。

ス
ー
パ
ー
が
混
雑
す
る
日
本
と
は
違
い
、
モ

デ
ィ
首
相
が
全
国
民
に
お
願
い
し
た
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
が
各
所
で
守
ら

れ
、
ス
ー
パ
ー
等
で
は
厳
格
に
入
場
制
限
、

距
離
を
開
け
並
ぶ
こ
と
が
徹
底
さ
れ
て
い

る
。
入
口
で
は
警
備
員
が
必
ず
体
温
を
測
定

し
サ
ニ
タ
イ
ザ
ー
で
手
を
消
毒
さ
せ
る
。

生
ま
れ
て
初
め
て
経
験
す
る
前
代
未
聞
の

都
市
封
鎖
は
、
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
無

か
っ
た
。
自
家
用
車
や
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
が
ほ

と
ん
ど
走
ら
な
く
な
り
、
大
半
の
工
場
の
操

業
が
停
止
し
た
事
に
よ
り
、
世
界
一
空
気
汚

染
の
進
ん
で
い
た
イ
ン
ド
に
青
空
が
戻
っ

ロックダウンで大気汚染が改善し、パンジャブ州から３０年ぶりに見ること

ができた２００キロも離れた雪をかぶった山々＝筆者の知人が撮影
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た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
か
ら
２
０
０
キ
ロ
も
離

れ
た
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々

が
30
年
振
り
に
肉
眼
で
鮮
明
に
見
え
る
様
に

な
っ
た
。
デ
リ
ー
の
大
気
汚
染
が
東
京
に
限

り
な
く
近
く
な
っ
た
り
と
、
私
自
信
も
イ
ン

ド
在
住
15
年
の
中
で
こ
ん
な
事
は
経
験
し
た

事
が
な
か
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
全
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
（
ア
マ
ゾ
ン

やF
L
I
P
K
A
R
T

等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｅ
Ｃ
も
含

む
）
が
止
ま
っ
て
お
り
、
安
易
に
外
出
出
来

な
い
な
か
で
フ
ー
ド
や
食
材
等
の
生
活
必
需

品
の
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
が

繁
盛
し
た
事
は
言
う
ま
で
も
無
い
。
私
も
毎

日
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
。

　
世
界
に
も
類
を
見
な
い
規
模
の
都
市
閉
鎖

が
す
で
に
30
日
を
超
え
た
。
東
西
南
北
と
話

す
言
葉
も
慣
習
も
違
う
14
億
の
イ
ン
ド
国
民

を
束
ね
る
事
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
ん
な

中
、
今
イ
ン
ド
で
は
首
相
の
掛
け
声
ひ
と
つ

で
不
平
不
満
も
言
わ
ず
国
民
が
一
丸
と
な
っ

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
戦
っ
て
い
る
。

普
段
は
簡
単
な
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
平
気
で

度
外
視
し
て
い
る
人
々
が
法
を
守
り
一
致
団

結
し
て
助
け
合
っ
て
い
る
。
こ
の
素
敵
な
イ

ン
ド
国
民
の
頑
張
り
が
通
じ
て
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
早
い
収
束
を
迎
え
、
イ
ン
ド
の
経
済
が

ま
た
右
肩
上
が
り
に
進
み
だ
す
事
を
願
う
ば

か
り
で
あ
る
。

荒木英仁（あらき・ひでひと）

長年、大手広告代理店「アサツー・ディ・ケィ」(ＡＤＫ)の

海外事業に従事し、２００５年から９年間、同社インド法人

社長。２０１４年春、インドと日本の架け橋となるべくデリ

ー郊外の新興都市グルガオンにてCasa Blanka Consultingを

設立。在印又はインド進出計画策定中の日系企業２０数社、

インド最大手の私銀のICICI Bankを始めとするインド企業１

０数社に対するアドバイザリー業務を請負う。また、在印日

系企業4社の社外取締役や、JETROの「中小企業海外展開現地

支援プラットフォーム」のムンバイ・コーディネーターを務

める。

デリーに戻った青空＝筆者撮影


